













































































































































































































熊本県立図書館では，鶏池)1のほか，緑JI (3巻*) ・氷)1 .白)1 .加勢)1 .球搭J1の6河川の絵
図が所蔵されている.菊池)1 .緑)1・氷)1 .白)1の絵図は年号の記載がないが，球磨J1 ¥絵図は天保7














=rJIIJ二水の絵図は，貞享の頃の作とされる i:T:;1 J=・-水大絵|玄U ・円IjIEEIJ-_*大絵 r~l})のほか，正徳末
年の「江戸上水|玄1J7)，幕府昔話奉行上水方道方の石野広通が究政 3年(1791)にまとめた「上水記J
の付i玄1(東京都水道局所蔵)などが現存している また小金井市教育委員会保管大久保家文書には，
明治 5年「玉川上水笑側12:1J， I司4年11月以前と推定された iC玉川!こ水絵12:1)Jがあるめ.
n -4 }TJ川交通の河川絵図
河川交通に関する河川絵!玄lは，さらに以下の 4つに分類することが適切である




オく i路開 ì~U の計画図または河岸の位置を示した絵密などがある.










れる. これらは，近 i止後記における社寺参詣の興I~vこ相侠って増加した. 1-河絵図 I~l 伏見豊後橋至
大坂安治川伝法尼崎之川 iコ」は木版hlllJりの絵図で，伏見と大坂を中心に沿岸の村々とその主な道法な
どが3Wiかれている.内閣文庫などに所蔵されている「二水合流図Jを鮪i略化して，観光案内用にした
ものといわれている 12) 寛政9年 (1797)版の「河絵図」は「増修大坂指掌l玄lJの裏崩!jりで，岡田玉
UJ作，版元播磨屋赤松九兵衛， 55 x 43. 5cmの三色刷jで、あった.また， WI調書総iヨ録.]vこも掲載されて





















tJ:3己されているが， J京本の写真と!照合すると， と人吉佐無IJ狩所の 2箇所で書き込みが 11j-ずつ
脱落しているというの. しかし，写本としてはきわめて込L実にお1i写されていると思jつれる
写真2 J初出絵図(熊本市武雄ケ li-_ 1I呼i立夫
家所)1夜)
44_ 5 x 1107cmの巻物で， 'I(/K 2 ~r (1773; 
の作と故定されてし、る目写真は人占域付近
で，人714域対 J"f~ の域トー!Il J については，特にf}j








の河川水l弔問のPii"在， ff JlXの I~I(1':]と年代などを切らかにしていく
1Il-1 北上川|水路lヌ!
北 i二)1水路l玄|は 6点現存している し寸よれも盛間帯領最南端に位置した黒沢尻(現北上I'}")から(lJ
1-1の石巻ー までをl8iし、たがiJ)1水路図で、ある. この点からのみでも，北 i二月|水路凶が ~j&J吊Jl許の北上)[1廻米
輸送に関連した絵図で、あることが切らかである.北上川水路図の所蔵先はし、ずれも本来所蔵していた
説者ではなく， J京月i-j故者から移管またはJ収集された.
北上)1 ]は， IlB不[145年以後にIEjI，寄向滞御蔵物書役の斉藤家から移管された. よれば，北上)1
1 V士民 Jt1d蒋勘定所へ提出した絵図の控えであり， この絵 I~! は北上)1の難所の実地検分によって作成さ
れたことが明らかである. したがって，舟道と蛾所の記載が詳細であり，渇水JU]の浅瀬を航行するた






北上)14 と 5 は蕗i両市中央公民館へ移管された盛肉薄!El)ff~文書のなかにある.北上Jll 4は北上JI2 
と酷似している.北上jl4 Vこは嘉永 3年 (1850) と明治2年の奥富ー がある.嘉三)く 3年の奥書は感lti計器











以 i二のように，北上JII水路 iヌ!の作成 I~II'!';J ~ま， MAJfriJ藩の北上川控!米輸送を円滑にわたうために，北上













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































最上)16 は尾花沢市行沢の石 d-I}志家よ仏大石 FFl l lIJ}'z: m~史民俗資料館に移管:された・絵|玄|の奥書よ
り，天保7年(1836)の写本であることが明らかである.また，石iJJ儀左衛Iljの懇阪により，延沢新
IlJ (現尾花沢rl'i)八幡山金lihjl院の主主弁法I:Jが写したとある・ しかし， この絵1:;Z1に類似の絵図は見い出
していない.







を代々名乗り，幕府領新IllJの名主を!日:製した.谷 j也で、は最上)111可W~の rlH地で， fiqj霧の深くかかる所を
適地とする紅花を栽培した. r谷地花賞仲間」が結成され， ~員家も紅花問屋を経営した.染邑原料と





最上)19 は鶴岡落酒井家11ヨ蔵本で 11志士~l 2巻の装部Ii性の高い絵1:;Z1である.か1，には新j主権15-IS奉行岩間
作右衛門による延享3年 (1746) 4 月下旬の奥蓄がある 1史書は上 t~ 2段に分かれ， J二段は|主i絵閣の

















(阿武!限校j川113. 4)， 一下|ドドよJ宇汀討流:山吉苅部i日~ (阿武;限1股受引初j月川15引)にi区玄分することができる 2多須~i賀 j川11 一括福iLj島 H任問問，\Jり]は， 蓬茶i峡峡と




阿武限)1 1は西白河出矢吹町の円谷重犬家所i訟である_ ITJ谷家はりJI耐えj"O)t主屋を目的め， f寄屋・太物
j{'fj • ¥Ia{: ?l造を営み，会sjJ:帯担当米運送方I:'J犀， dj肘HcJZ潟より会主[1:まで諸荷物払i刊毘;の続出をなった.
)J1~i永 2 年(1849) 4月， I~J /河村p:j谷茂平.) 1 1 J京 EFI村良 '1;' ・三:脊[1fT逸作の 3 名 fま幕府j高{で百万11- へ通船出~!
いを提出した.翌年には大和久村市お街111も加わり，']i_政2年(1855) 8月治、ら 3か年の1式通商;}が実
現した.実際には文久 2 年(1862) まで延長されたが，最大の難工事であった乙字瀧のø市出~こ成功
し，明治15年頃まで、通船が行われた21) こうした経粋のなかで，阿武/lj;VIlは嘉永 2年から文久 2年
にわたってj古代官所へ提出された願書:の付-，玄!として利)一目されたものと考えらまtる.



























































れば27街所であり，富士川 2と3に示された27の朱筆番号と一致する. したがって， この絵図は河川
改修を行なうための計臨密!であったことが切らかである.
W 筑後JI絵図の史料吟味





















の裁許にj刊し、られた絵i玄!ならば， 13 Ef3 ~:fI)境まで>fl'ij く必要性はない. したがって， この奥書ならひ、に花f:{
場IKJ或を示す朱線は後筆と考えられる. このように，河川絵図が他の目的のために再利用された例と












巻物 38x 1， OOOClll 日ElJ郡境一河口 文政 2年 (1819)
折本 21市 iヨi王11m境一河口 文政 2年 (1819)
折本2叩 日1I1tl)境一河口 文政 2:9三(1819)
折本 27x 740CJl1 iヨm郡境ー河口 弘イヒ4年 (1847) 






注) 1番『筑後川50年史』筑後]1工事事務所1976年 p.852 
2番円高岡県史資料 第 9ililU 1938年付区I W筑後川農業水利史~ 1977~三 iコ絵




























書に詳述されている32) 文化10年 (1813)6月291ヨ，久留米落領の鐘ケ江，上青木p 下青木，青木島
15 






















木曽J!I)1並絵図の 1番は， ~岐阜県史 資料編近世9Jlの付l玄iとして，後半部分の錦織から熱EH













1. 木曽)11) 1[並絵図 折本 上松一熱!日 享保12年 (1727) 徳川林政史研ヲJE所
2. 木曽)llJi1並絵図 巻物 31x 825Cl1 i二松一錦織 岡田正男(一宮市博保管)
3. 木曽川)1並絵図 ~j1"本 28x 1， 350CIl1 上松一熱I:EI 明治10年 (1877) 犬山市(文化史料館保管)
4. オミ曽)113mり京会!玄j 巻物 19x 440cIl1 上松一熱m 長野県大桑村 吉村義雄
5. 木曽)1通絵図 巻物 31x 3， OOOcm 上松一熱I i昭和16年写本4巻 徳川林政史研究所






























市io-;(1 ]i) 1 踊|玄|は， 10gJ戸村(現東京都多摩市ー)の名主を勤めた相沢伴主がデッサンをし， これを江
戸の絵i'削':1羽li出而削長谷j川lハ|雪堤にJ自打品祁l7古百riiJ、せ， 弘化2年(1845)に木版)1¥1りされた河川絵図である 36) 大菩礎1111~を遠

















彫らしむることとはなりぬ， 弘化ふたつといへる歳(弘化2年) のいやよひもちのEl (3月15
1= )， 玉川の方かすみの関のあとなる関戸のさと人松蔭の翁， 相沢伴主よはひ七そちあまり八に
てしるす (カッコ内筆者とtJ
このように，相沢伴主は天保10)'-~三(1839) と 15:1下の二度にわたり玉)1の水源を探索し，あわせて沿







I~I多摩 11"1))1野村の境に比定し， 現在の小菅)1に流れ込む水流で、あるとした. この摂拠として， 寛文
18 






















通の管理・運営を行った落・豪商・河岸I~:l]屋によって，水路の!?問IJ ・維持など門前な) 11船航行を I~I 的
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小野寺淳 (1988) : J也正&(1']な)1絵留としての「調
布王)II~É{悶悶J. Jむi玄i情報七ンタ一編『調布王J19t{
阪図解説j].多摩市教育委員会所JI又. 5~8. 
Classification and EXan1ina tion of Ri ver Maps of Edo Era 
Atsushi， ONODERA 
Although many river maps Vlere drafted in the edo era， majority of them ha ve been over-
looked by previous studies. This study， therefore， identi白esthe location of these maps and 
classifies them. It also examines the purpose， date， and landscapes of the river maps with 
high historic value. 
River maps of edo era are classified into the follovling fi ve categories: (1) maps prepared 
for flood control， (2) maps shovung the ownership of the land bet¥veen levees， (3) maps sho¥ving 
the channels for drinking water and irrigation， (4) maps of river transportation， and (5) maps 
for regional description. 
Representative river transportation maps include Kital王ami，l¥10gami， Abukuma， and Fuji 
River l¥在aps. Although fe¥v Japanese rivers are used for transportation no¥v， rivers ¥vere the 
main transportation routes in the edo era. Several important maps were made for the trans-
portation in Kitakami， Mogami， Abukuma， and Fuji River. These maps contain the detail 
information concerning navigable routes and obstacles for navigation. 
Kiso River Map was prepared for rafting， for the upper Kiso area produced many woods. 
This river map identifies the route for rafting， obstac1es， and other related facilities. 
Chikugo River Map designates the land ownership of the Kurume clan in the area between 
the levees， for Chikugo River was located at the boundary between Kurume and Saga c1an. 
This river was also used for the dispute of the fishing right at the mouth of the river iロthe
1820s. 
Tama River Map was made in 1845 by an educated resident on Tama River to describe the 
area. Tama River was used for drinking by the edo citizens. He made a research of etymo-
























































;!.'~(工錦織 (Dl岐 1;:_~I~JJnl交!日i八 (iìlt
IsJ)の部分.錦織は本円JI}I1mの
綱Iめで，ーふすっせ此しされた木
材を筏に組むため， 1，Ji日に綱が波
たされている保子が描かれてい
る
写真 9 調布玉川|惣画図(多摩市
立図書館所蔵)
関戸村(現東京都多摩市)の名
主相沢伴主が江戸の絵師長谷川主
堤に沖写させ，弘化 2年 (1845)
に30x 1335cmの巻物の木版刷り絵
図を刊行した.序文に続く「調布
玉川絵図之弁」に流域の地誌的内
容が簡潔に記載されている.写真
のように集1ftと社寺を中心に描
き，関戸村の遠景には高士山を配
している.
